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この製品は、関連する全ての欧州指令に適合していま
す。詳細についてはこの冊子の末尾にあるDOI適合
宣誓書をご覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
このフレール式刈り込みデッキは、乗用型の装置に取
り付けて使用する専門業務用の製品であり、そのよう
な業務に従事するプロのオペレータが運転操作すること
を前提として製造されています。この製品は、集約的
で高度な管理を受けているスポーツフィールドや商用目
的で使用される芝生に対する刈り込み管理を行うことを
主たる目的として製造されております。この機械は本
来の目的から外れた使用をすると運転者本人や周囲
の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号プププレレレーーートトトににに QR コココーーードドドがががつつついいいててていいい
るるる場場場合合合ははは、、、スススマママーーートトトフフフォォォンンンやややタタタブブブレレレッッットトトでででスススキキキャャャンンンすすするるる
ととと、、、製製製品品品保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセススス
ででできききままますすす。。。

g411963

図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図図図 2
危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は ANSI B71.4-2017 および Safety Directive
2006/46/EC 適合製品です。

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
この製品は手足を切断する能力がある。重大な人身事
故を防ぐため、すべての注意事項を厳守してください。

• 本機をご使用になる前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してください

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく機能していない
時は、運転しないでください。

• 排出口の近くに手足などを近づけないでください。

• 作業場所に、無用の大人、子供、ペットなどを近づ
けないでください。子供に運転させないでください。

• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– カッティングユニット下降

– 駆動系統をOFFにする。
– 駐車ブレーキを掛ける装備車の場合。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

間違った使い方や整備不良は人身事故などの原因とな
ります。事故を防止するため、以下に示す安全上の注
意や安全注意標識 のついている遵守事項は必ずお
守りください「注意」、「警告」、および「危険」の
記号は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの安安安全全全確確確
保保保
• トラクションユニットに取り付けたカッティングユニット
は、機械の一部となります。ですから、トラクショ
ンユニットのオペレーターズマニュアルもお読みに
なって、機械全体を安全に取り扱う方法を良く学
んでください。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときにはまずマシンを停止し、カッティングユニッ
トを降下させてエンジンを止め、キー付きのマシン
ではキーを抜き取り、各部の動きが止まってからよ
く点検してください。異常を発見したら、作業を再開
する前にすべて修理してください。

• 各部品が良好な状態にあり、ボルトナット類が十分
にしまっているか常に点検してください。読めなく
なったステッカーは貼り替えてください。

• アクセサリ、アタッチメント、交換部品は、必ずメー
カー純正品をお使いください。

刈刈刈りりり込込込みみみブブブレレレーーードドドにににつつついいいてててののの
安安安全全全事事事項項項
磨耗の進んだブレードや破損したブレードは、回転中
にちぎれて飛び出す場合があり、これが起こるとオペ
レータや周囲の人間に多大の危険を及ぼし、最悪の場
合には死亡事故となる。

• ブレードが磨耗や破損していないか定期的に点検
すること。

• ブレードを点検する時には安全に十分注意してくださ
い。ブレードをウェスでくるむか、安全手袋をはめ、
十分に注意して取り扱ってください。ブレードは、研
磨するか交換するか以外のことをしないでください。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal134-5119

134-5119

1. 刈高 3. 取り付け穴の位置

2. 下側の取り付け穴は使用しないこと。

decal117-4979

117-4979

1. ベルトに巻き込まれる危険可動部に近づかないこと。すべて
のガード類を正しく取り付けて使用すること。

decal58-6520

58-6520

1. グリス

decal111-9648

111-9648

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むことナットを 45 N∙m4.6
kg.m = 33 ft-lbにトルク締めすること。
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decal120-6604

120-6604

1. 異物が飛び出して人にあたる危険 人を近づけないこと。
2. 切傷や手足の切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

3. 切傷や手足の切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

decal93-9084

93-9084

1. 吊り上げ・ロープ掛けのポイント

decal133-8061

133-8061

decal93-6697

93-6697

1. 参照オペレーターズマニュ
アル。

2. 50運転時間ごとに
SAE 80w-90API GL-5オイ
ルを補給すること。

decal139-6303

139-6303

1. 巻き込まれの危険オペレーターズマニュアルを読むこと可動部
に近づかないこと全部のガード類を正しく取り付けておくこと。
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組組組みみみ立立立ててて

1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注別途記載なき限り、外した部品はすべて保存してく
ださい。

1. 平らな場所に駐車し、PTO を解除し、昇降アー
ムを一番低い位置にし、駐車ブレーキを掛け、エ
ンジンを停止させてキーを抜き取る。

2. また、必ず機械各部の動きが完全に停止し、機
体の温度が十分に下がったのを確認してから、
調整、洗浄、格納、修理などの作業に掛かって
ください。

3. カッティングユニットが取り付けられている場合は
マシンの昇降アームから外すカッティングユニット
の オペレーターズマニュアルを参照。

4. PTO駆動シャフトが正しい整列状態にあることを
確認するトラクションユニットのオペレーターズマ
ニュアルの「PTO駆動シャフトが整列手順」を
参照。

重重重要要要整整整列列列さささせせせななないいいととと、、、負負負荷荷荷のののバババララランンンスススががが崩崩崩れれれててて
駆駆駆動動動シシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

5. トラクションユニットにロータリーカッティングユニッ
ト用の昇降アームが付いている場合は、以下
の手順で取り外す

A. 機体前部を床から浮かせて前輪を外すトラ
クションユニットのオペレーターズマニュア
ルを参照。

B. センサーブラケットを右昇降アームに固定し
ているキャリッジボルト 2本とナット⅜"2個を
外す図 3。

C. 昇降アームをシリンダに固定しているボルト
⅜ x 1¼"2本、ナット⅜"2個、小さいピン2
本を外す図 3。

D. 図 4のように、昇降アームに大きいピンを固
定しているナットとボルトを外す。

E. 昇降アームと大きいピンをマシンのフレーム
から外す図 5。

g300498

図図図 3

1. ボルト⅜" x 1¼" 4. キャリッジボルト

2. 小さいピン 5. センサーブラケット

3. ナット(⅜"

g295767

図図図 4
図は右側

1. ナット 3. ボルト

2. 大きいピン
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g295790

図図図 5

1. 昇降アーム 3. 大きいピン

2. 機体フレーム

2
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトにににキキキャャャスススタタタ
アアアーーームムムとととキキキャャャスススタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 キャスタフォーク

2 キャスタボルト

4 ベアリング

2 ベアリングスペーサ

2 大きいロックナット

2 キャスタアーム

12 キャリッジボルトM10

12 ロックナット(M10)

2 テンショニングキャップ

14 刈高スペーサ

4 シム

手手手順順順
1. 図 6のように、キャスタフォークにキャスタホイー

ルを取り付ける。

注注注 上側のアクスルシャフト穴のみ使用するこ
とキャスタホイールの位置調整はしないこと。

g319436

図図図 6

1. キャスタボルト 4. ベアリングスペーサ

2. キャスタフォーク 5. 大きいロックナット

3. ベアリング

2. カッティングユニットに各キャスタアームを取り付け
るキャリッジボルトM106本、ロックナットM106個
を使用して図 7に取り付け、ロックナットを 4757
N∙m4.75.8 kg.m = 3442 ft-lbにトルク締めする。

g314698

図図図 7
図は左側を示す

1. キャリッジボルト 3. キャスタアーム

2. ロックナット
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3. カッティングユニットにキャスタを取り付けるキャ
スタのシャフトのハブの両側にシムを入れて図 8
のように取り付ける。

注注注左右のキャスタシャフトハブのスペーサの数を
変えることにより刈高を変えることができます 刈り
高の調整 (ページ 17)を参照。

g319438

図図図 8

1. テンショニングキャップ 4. キャスタシャフトハブ

2. 刈高スペーサ 5. キャスタホイールのシャフト

3. シム

4. 必ずデッキを水平にしてください平らな床面にデッ
キを置き、デッキ上部を横断するように水準器を
置いて水平を確認してください。

5. 水平でない場合はキャスタシャフトアセンブリの下
にシムを置くなどして調整してください。

3
前前前アアアクククスススルルルにににごごごみみみ除除除けけけガガガーーードドド
ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ごみ除けガード

1 ブラケット

5 リベット

手手手順順順

リベット 5本を使用して、ブラケットとごみ除けガードを
前アクスルに取り付ける図 9。

g383702

図図図 9
図は左側を示す

1. ブラケット 3. リベット

2. ごみ除けガード
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4
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを機機機体体体ににに
取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 昇降アーム

2 大きいピン

2 長いボルト⅜ x 2¾"

6 ナット⅜"

2 小さいピン

2 ボルト⅜" x 1¼"

2 キャリッジボルト⅜ x 1¼"

2 ソケットヘッド、キャップスクリュ⅜" x 2¼"

2 ワッシャ⅜"

2 フランジロックナット⅜"

2 昇降アームのピン

2 リンチピン

1 センサーブラケット

手手手順順順
1. 機体前部を床から浮かせて前タイヤを外すトラ

クションユニットのオペレーターズマニュアルを
参照。

2. 昇降アームと大きいピンをマシンのフレームに取
り付ける図 10。

g317790

図図図 10
図は右側

1. 昇降アーム 3. 大きいピン

2. 機体フレーム

3. ボルトとナットで、図 11のように、大きいピンを昇
降アームに固定する。

g317791

図図図 11

1. ナット(3/8") 3. 長いボルト⅜ x 2¾"
2. 大きいピン

4. 各シリンダロッドの端部を、対応する昇降アーム
に取り付ける小さいピン、ボルト⅜ x 1¼"、ナット
⅜"で図 12のように取り付ける。

注注注昇降アームを手で持ちあげてシリンダロッドの
端に合わせてください。

5. 右側昇降アームにセンサーブラケットを取り付け
るキャリッジボルト 本、ナット⅜" 2 個で図 12
のように取り付ける。

g383542

図図図 12

1. ボルト⅜" x 1¼" 4. キャリッジボルト

2. 小さいピン 5. センサーブラケット

3. ナット(⅜"
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6. センサーブラケットがセンサーに干渉しないことを
確認する7 センサーブラケットを調整する (ページ
13)を参照。
センサーブラケットを取り付ける時、ブラケットを
上向きに図 12のように回してからクランプ固定
する。

7. カッティングユニットを、期待正面に置き、フレー
ムおよび PTO シャフトに合わせる。

8. 以下の要領で、カッティングユニットに PTO を
接続する

A. 図 13のように、PTO シャフトのヨークをカッ
ティングユニットのギアボックスのシャフトに
接続する。

B. ソケットヘッドキャップスクリュ⅜ x 2¼"にワッ
シャ⅜"を通し、駆動シャフトのヨークの穴
図 13に通して、フランジロックナット⅜"で
固定する。

C. ソケットヘッドキャップスクリュ⅜ x 2¼"にワッ
シャ⅜"を通し、駆動シャフトのヨークの穴図
13に逆方向から通して、フランジロックナット
⅜"で固定する。

D. 各ロックナットを交互に少しずつ、61 N∙m
6.2kg.m = 45 ft-lbまでトルク締めする。

重重重要要要 PTO シシシャャャフフフトトトのののヨヨヨーーークククボボボルルルトトトははは必必必ずずず指指指
定定定トトトルルルクククににに締締締めめめ付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。こここののの作作作業業業ををを
怠怠怠るるるととと重重重要要要部部部品品品ののの早早早期期期破破破損損損ががが発発発生生生しししままますすすかかか
ららら十十十分分分注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要ギギギアアアボボボッッックククスススかかかららら PTO シシシャャャフフフトトトををを外外外しししたたた
場場場合合合ははは、、、必必必ずずず新新新しししいいいキキキャャャッッップププスススクククリリリュュュとととロロロッッッククク
ナナナッッットトトををを使使使っっってててシシシャャャフフフトトトをををギギギアアアボボボッッックククスススににに取取取りりり
付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

g340626

図図図 13

1. フランジロックナット⅜" 3. ワッシャ⅜"
2. 駆動シャフトのヨーク 4. ソケットヘッド、キャップス

クリュ⅜" x 2¼"

9. 昇降アームピンとリンチピンを使って、フレールを
昇降アームに取り付ける図 30。
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5
トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトにににごごごみみみ除除除けけけスススカカカーーートトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 フラップマウント

6 キャリッジボルトM8

6 フランジナットMB

手手手順順順

ごみ除けスカートをアクスルブラケットに取り付けるキャリッジボルトM86本、フランジナットM8 6 個、フラッ
プマウントを使用する。

注注注前輪を1個または両方外すと作業がしやすくなります。前輪の付け外し手順については、トラクションユニットの
オペレーターズマニュアルの組み立ての章を参照。

g383966

図図図 14

1. フランジナットMB 3. ごみ除けスカート

2. フラップマウント 4. キャリッジボルトM8
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6
PTO ガガガーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる
こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 PTO ガードアセンブリ

2 ねじ⅜ x ¾"

2 ワッシャ⅜"

手手手順順順

図 15のように、ギアボックス上部に PTO ガードアセン
ブリを取り付ける。

g383543

図図図 15

1. ワッシャ⅜" 3. PTO ガードアセンブリ
2. ねじ⅜ x ¾"

7
セセセンンンサササーーーブブブラララケケケッッットトトををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

センサーとセンサープレートとの間に 6 mmのすき間が
あることが必要です図 16。

g383544

図図図 16

1. センサーブラケット 3. センサー

2. ロックナット 4. 昇降アーム右側

すき間が正しくない場合には、以下の手順でセンサー
ブラケットを調整します

1. スイッチをスイッチブラケットに固定しているロック
ナットをぬるめてスイッチの位置を調整し、適切
なすき間を作る。

2. センサーのロックナットを 19-21 N·m1.9-2.2 kg.m
= 14-16 ft-lbにトルク締めする。

8
重重重量量量移移移動動動機機機構構構ののの調調調整整整

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

フレールアタッチメント用の重量移動調整を行うトラク
ションユニットのオペレーターズマニュアルを参照。
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9
ギギギアアアボボボッッックククスススののの潤潤潤滑滑滑油油油ののの点点点検検検

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ギアボックスに適正量のオイルが入っていることを確
認する ギアボックスのオイルを点検する (ページ 23)
を参照。

10
キキキャャャスススタタタタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧ををを点点点
検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

キャスタタイヤの空気圧を 2-3.5 bar2.1-3.5 kg/cm² =
30-50 psiに調整する キャスタタイヤの空気圧を点検
する (ページ 27)を参照。

11
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトにににグググリリリススス
ををを注注注入入入すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

初めて使用する前に、カッティングユニットのグリスアッ
プを行ってください カッティングユニットの潤滑 (ページ
22)を参照。この作業を怠るとマシンに急激な磨耗が
発生しますから注意してください。

12
旋旋旋回回回モモモーーードドドののの使使使用用用にににつつついいいててて

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

旋回モードを使用するにはトラクションユニットの表示
画面を使いますトラクションユニットのオペレーターズ
マニュアルを参照。

重重重要要要 フフフレレレーーールルルモモモアアアををを取取取りりり付付付けけけたたた場場場合合合、、、旋旋旋回回回モモモーーードドドををを使使使
用用用すすするるるここことととににによよよりりり、、、駆駆駆動動動ララライイインンンののの寿寿寿命命命ををを延延延ばばばすすすここことととがががででで
きききままますすす。。。フフフレレレーーールルルモモモアアアででで作作作業業業すすするるる時時時ははは必必必ずずず旋旋旋回回回モモモーーードドド
ををを使使使用用用すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注旋回モードを有効にしておくことにより、刈り込み列
の最後で旋回を行うときに、 PTO を接続したままの状
態でモアをターフ面から軽く上昇させるあるいは障害物
を避けることができます。
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13
PTO ををを接接接続続続すすするるる前前前にににエエエンンンジジジンンン
速速速度度度ををを下下下げげげるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

PTO ををを接接接続続続すすするるる前前前にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを
下下下げげげるるる
トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト、、、モモモデデデルルル 31900、、、31901、、、
31907、、、31909
フレールモアを PTO を接続する時には、トラクションユ
ニットのスロットルコントロールを「中速」に設定してく

ださい。そして PTOがつながったら、スロットルコント
ロールを「最高速」にしてください。

重重重要要要 フフフレレレーーールルルモモモアアアををを PTO ににに接接接続続続すすするるる前前前にににエエエンンンジジジンンン速速速
度度度ををを下下下げげげるるるここことととににによよよりりり、、、駆駆駆動動動ララライイインンンののの寿寿寿命命命ををを延延延ばばばすすすこここ
とととがががででできききままますすす。。。

低低低速速速回回回転転転 PTO接接接続続続モモモーーードドドののの使使使用用用
トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト、、、モモモデデデルルル 31902、、、31903
LOW RPM PTO ENGAGE低速回転 PTO接続を使用す
るには、トラクションユニットの表示画面を使いますトラ
クションユニットのオペレーターズマニュアルを参照。

注注注低速回転 PTO接続を使用すると、PTO接続時に
自動的にエンジン速度を下げ、接続終了後に自動的に
エンジン速度を最高速度にします。

重重重要要要 フフフレレレーーールルルモモモアアアででで作作作業業業すすするるる時時時ににに低低低速速速回回回転転転 PTO接接接
続続続モモモーーードドドををを使使使用用用すすするるるここことととににによよよりりり、、、駆駆駆動動動ララライイインンンののの寿寿寿命命命ををを
延延延ばばばすすすここことととがががででできききままますすす。。。

14
前前前フフフレレレーーームムムにににスススペペペーーーサササををを取取取りりり付付付けけけるるる

キキキャャャブブブととと公公公道道道走走走行行行用用用ララライイイトトトキキキッッットトト搭搭搭載載載のののトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 スペーサ

4 ねじ¼ x 1-¼"

手手手順順順

キャブと公道走行用ライトキットを搭載しているトラクションユニットでは、フレールモアがランプに接触する場合があ
ります。これを防止するため、スペーサを取り付けて昇降アームの動作を制限します。

1. 前シャーシの下で、既存のねじ¼"とゴム製パッドを外す図 17。
ねじは廃棄、ゴム製パッドは再利用する。

2. 新しいねじ¼ x 1-¼"を使用して、スペーサとパッドをシャーシに固定する図 17。
ゴムパッドがヘッドと面一になるまでねじを締める。
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g383974

図図図 17
図を分かりやすくするために描かれていないパーツがあります。

1. ゴムパッド 3. スペーサ

2. 既存のねじ¼" 4. ねじ¼ x 1-¼"
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製製製品品品ののの概概概要要要

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

刈刈刈幅幅幅 1.52 m

刈刈刈高高高 19-102 mmの範囲で 13 mm刻みで調整可能

純純純重重重量量量 260 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

メーカーが認定した各種のアタッチメントやアクセサリが
そろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。詳細はメーカーの正規サービスディーラ、また
は代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。

運運運転転転操操操作作作
こここのののカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト全全全般般般
にににつつついいいててて
• フレールブレードを鋭利に維持してください。刈りこ
み性能を高く維持し、パワー消費を減らし、クオリ
ティ高く刈り込むことができます。

• カッティングユニットは地表面の凹凸に沿って上下フ
ロートします。

• カッティングユニットを駆動する前に、エンジン速度
を落としてください

– トラクションユニット、モデル 31900, 31901,
31907, 31909の場合 PTO を接続する前にエン
ジン速度を下げる (ページ 15)を参照

– トラクションユニット、モデル 31902, 31903の
場合 低速回転 PTO 接続モードの使用 (ペー
ジ 15)を参照

• 刈り込みは常にフルスロットルで行ってください。刈
り込み速度は現場の状況に合わせて調整してくださ
い。ゆっくり刈り込むほど、刈りのクオリティも刈り
込み後の見映えも向上します。

刈刈刈りりり高高高ののの調調調整整整
重重重要要要いいいつつつでででももも必必必ずずず、、、以以以下下下ののの説説説明明明通通通りりりににに正正正しししくくく刈刈刈高高高ががが設設設
定定定ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。アアアジジジャャャスススタタタプププレレレーーー
トトトとととキキキャャャスススタタタフフフォォォーーークククののの両両両方方方ががが表表表ののの通通通りりりににに設設設定定定ささされれれててていいい
るるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるととと、、、作作作業業業中中中ににに過過過
度度度ののの振振振動動動ががが発発発生生生ししし駆駆駆動動動ララライイインンンののの寿寿寿命命命ががが縮縮縮まままりりりままますすす。。。.
注注注刈高は後ローラと前キャスタで決まります。ブレード
の摩耗、タイヤ空気圧、キャスタアームの曲がりや破
損などで刈高が変わります。

g384336

図図図 18
図示されていないパーツがあります。

1. 刈高 3. 刈高調整プレート

2. スペーサ

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを上昇
させてジャッキスタンドで支持し、エンジンを停止
させ、駐車ブレーキを掛けてキーを抜き取る。
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2. 通常の刈高設定については、刈高デカル図 19を
参照のこと。

g331197

図図図 19

1. 刈高調整プレート取り付け
位置

2. キャスタフォークの刈高設
定スペーサ

3. 刈高調整プレートの位置の調整は、プレートを固
定しているナットとボルトを外して行う図 20。

4. 希望希望する刈高に合わせて図 19に示す位置に
ボルトを取り付けナットを 60 N∙m (23kg.m = 44
ft-lbにトルク締めする。

g331199

図図図 20

1. 取り付け穴 L 6. 取り付け穴 C
2. 取り付け穴 H 7. 取り付け穴 B
3. 取り付け穴 F 8. 取り付け穴 A
4. 取り付け穴 E 9. ナット

5. 取り付け穴 D 10. ボルト

5. キャスタフォークの調整を行うには、左右の前
キャスタシャフトについている刈高キャップを取っ
てシャフトのハブについているスペーサの数を
調整する図 19。

注注注 ハブの上のスペーサを増やすと刈高が下が
り、ハブの下のスペーサを増やすと刈高が上が
ります。

6. 刈高テンショニングキャップを取り付ける。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—ブレードに傷や過度の摩

耗がないか点検する。

50運転時間ごと—各ブレードボルトを 45 N∙m4.6
kg.m = 33 ft-lbにトルク締めする。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドががが1枚枚枚だだだけけけ不不不良良良ののの場場場合合合、、、そそそのののブブブレレレーーードドドののの
反反反対対対側側側にににあああるるるブブブレレレーーードドドももも同同同時時時ににに一一一対対対ででで交交交換換換しししてててくくくだだださささ
いいい。。。重重重量量量バババララランンンスススををを維維維持持持すすするるるたたためめめににに必必必要要要ででですすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを上昇
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 上昇させたカッティングユニットをジャッキスタン
ドで支える。

3. ブレードを一本ずつ点検する。ボルトナット、刃
先、取り付け穴の状態に特に注意する図 21。
問題のあるブレードや締結具はすべて交換する。

g034632

図図図 21

1. 刃先 2. 取り付け穴

4. 各ブレードの摩耗ラインを見て、摩耗の程度を
確認する図 22。摩耗ラインまで摩耗が進んだ
ブレードは交換する。

g034634

図図図 22

1. 摩耗ライン
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5. 各ブレードボルトを 45 N∙m4.6 kg.m = 33 ft-lbに
トルク締めする。

6. 各ブレードを手でしっかりと握り、ロータからどち
らの方向にも合計で 3 mm以上の遊びがないこと
を確認する。遊びの合計が 3 mm 以上の場合
は、ブレードを交換する。

7. ペアになっているブレード同士の重量バランスが
崩れていないか点検する。

注注注各ペアにおける重量差は 10 g以内とする。

危危危険険険
磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、回回回
転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが起起起こここ
るるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険ををを及及及ぼぼぼ
ししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的ににに点点点
検検検すすするるるこここととと。。。

• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換すすするるる
こここととと。。。

ヒヒヒンンントトト

スススロロロッッットトトルルルははは高高高速速速ににに設設設定定定ししし走走走行行行速速速度度度
ををを調調調整整整
芝刈り作業に必要なパワーを十分に引き出すために、
エンジンは常にスロットル全開で使用し、コンディション
に合わせて走行速度を調整してください。カッティング
ユニットに掛かる負荷が増えてきたら、走行速度を落と
すようにしてください。カッティングユニットに掛かる負
荷が減ってきたら、走行速度を上げても大丈夫です。

刈刈刈りりり込込込みみみののの方方方向向向
刈り込みの方向を変えるようにしましょう同じルートで長
期間刈り込むとターフにタイヤマークがついてしまいま
す。また、刈りかすの飛散方向も変わるので自然分解
が促進され、栄養的にも有利です。

刈刈刈りりり込込込みみみ速速速度度度
遅めの速度で刈り込むとカットの質が向上します。

刈刈刈高高高ををを下下下げげげすすすぎぎぎななないいい
いままで使っていた芝刈り機よりも広い刈り幅で刈る場
合には、以前の刈り高より少し高目の設定で刈って、
以前と同じ刈高に仕上がるか、凹凸面を削らないか、
確認してください。

条条条件件件ににに合合合っっったたた刈刈刈りりり高高高ののの設設設定定定ををを
一度に切り取る長さは25 mm以内に抑えましょう。
草丈の1/3 以上は刈り取らないのが原則です。成長

期の密生している芝生では、刈り込み速度を遅くした
り、刈り高設定をさらに一目盛り上げる必要があるか
もしれません。

丈丈丈ののの高高高いいい草草草

草が少し伸びすぎてしまった場合や、芝生がぬれてい
る場合には、通常よりも高い刈高で刈り込みを行ってく
ださい。その後に通常の刈り高に下げてもう一度刈ると
きれいに仕上がります。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトをををきききれれれいいいににに維維維持持持
すすするるる

芝刈り作業が終わったらホースと水道水でカッティング
ユニットの裏側を洗浄してください。カッティングユニット
の内側に刈りかすやごみが溜まると切れ味が落ち、
仕上がりが悪くなります。

火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテリー、
駐車ブレーキ、カッティングユニット、燃料タンクなど
の周囲に、余分なグリス、草や木の葉、ほこりなどが
溜まらないようご注意ください。こぼれたオイルや燃
料はふきとってください。

ブブブレレレーーードドドののの保保保守守守
• 芝草を引き裂いたり引きちぎったりせずにきれいな
刈り込みができるように、シーズンを通じて鋭利
な刃先を維持するようにしましょう。切れ味の悪
い刃先は芝草を引きちぎるので、切り口が茶色に
変色し、芝草の成長を悪くし、また病気にもかか
りやすくなります。

• 刈り込みブレードに磨耗や破損が発生していない
か毎回点検してください。必要に応じてブレードを
研磨してください。

• 破損したり摩耗したりしたブレードはメーカー純正の
ブレードと交換してください。 ブレードの交換 (ペー
ジ 28)を参照。
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保保保守守守

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 2 時間 • キャスタホイールナットを締めつける。

使用開始後最初の 10 時間 • キャスタホイールナットを締めつける。

使用するごとまたは毎日

• 刈高の設定を確認する。
• フレールロータとブレードに破損、ひび割れ、ゆるみなどがないか点検する。破損したり
ひびが入っているパーツは交換する。

• カッティングユニットのグリスアップを行います（車体を水洗いしたときは整備間隔に関
係なく直ちにグリスアップしてください）。

• 前フラップを点検する。
• ロータが異常な振動をしないか点検する。
• ごみ除けスカートに汚れや破損がないか点検する。
• カッティングユニットを洗浄します。

50運転時間ごと

• ブレードに傷や過度の摩耗がないか点検する。
• 各ブレードボルトを 45 N∙m（4.6 kg.m = 33 ft-lb）にトルク締めする。
• ギアボックスの潤滑油を点検する。
• キャスタホイールナットを締めつける。
• ブレードボルトを点検する。
• キャスタタイヤの空気圧が適切であることを確認してください。
• ロータのベアリングの遊びが大きすぎないか点検する。

250運転時間ごと
• ベルトの張りを点検する。
• ベルト駆動部とテーパロックの金具の固定ねじの締め付けトルクを確認してください。

400運転時間ごと • ギアボックスの潤滑油を交換する。

1年ごと • 交換する。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

刈り込みブレードの状態を点
検する。とロータ

刈高の設定を確認する。

ごみ除けスカートに汚れや破
損がないか点検する。

カッティングユニットを洗浄し
ます。

前フラップを点検する。

グリスアップを行なう。1

塗装傷のタッチアップ

1. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

要注意個所の記録

点検担当者名

内容 日付 記事
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの潤潤潤滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

グググリリリスススののの種種種類類類No. 2 汎用リチウム系グリス

破損しているグリスフィッティングは交換してください。

グリスポイントは図 23に示す通りです。

g311728

図図図 23
図は左側を示す

1. キャスタアームのフィッティング 3. フランジベアリングのフィッティング

2. 昇降アームのフィッティング 4. 後ローラのフィッティング
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ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルルををを点点点検検検
すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

ギアボックスに使用するオイルは石油系または合成
の SAE 80W-90 ギア用潤滑油です。適量のオイルを
入れて出荷していますが、カッティングユニットを使
用する前に点検してください。ギアボックスのオイル
量 0.33 リットル

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. ギアボックスの上部についているブリーザプラ
グ図 24を取り、オイルの量が、ブリーザプラグ
についている2本の適量マークの間にあることを
確認する。油量が少なければ2本のマークの中
間まで補給する。

g313145

図図図 24

1. ブリーザプラグについている適量マーク

3. ブリーザプラグを取り付け、9 N·m0.97 kg.m=84
in-lbにトルク締めする。

ギギギアアアボボボッッックククスススオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下

させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. ギアボックスのドレンプラグの下にオイル受けを置
く図 25。

3. ドレンプラグギアボックスの左側を外して、排出さ
れるオイルを回収する図 25。

g313477

図図図 25

1. ドレンプラグ

4. ドレンプラグを取り付け、20-27 N·m2.1-2.7
kg.m=15-20 ft-lbにトルク締めする。

5. ギアボックスの上部についているブリーザプラ
グを取る。

6. ギアボックスに適切なオイルを入れる。オイルの
量を確認しながら入れること。ブリーザプラグの
下側の2本のマークの間にくるまでオイルを入
れる ギアボックスのオイルを点検する (ページ
23)を参照。

7. ブリーザプラグの下側の2本のマークの間にオ
イルがあることを確認したら、ブリーザプラグを
取り付けて、9 N·m0.97 kg.m=84 in-lbにトルク
締めする。
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ベベベルルルトトトののの張張張りりりののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 250運転時間ごと
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下

させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. ベルトカバーの上下を機体に固定している組み
込みボルトをゆるめる図 26。

g319558

図図図 26

1. ベルトカバーの組み込みボルト

g383549

図図図 27

1. アイドラプーリのナット 2. アイドラプーリポストのナット

3. アイドラプーリのナットをゆるめる外さない図 27。

注注注 ナットをゆるめるには、対応するボルトデッキ
内側を押さえておく必要があります。

4. アイドラプーリのナットでベルトの張りを調整す
る図 27。

5. 単筒式テンションメータを使ってベルトを押し、以
下の手順でベルトの張りを点検する図 28
• 新しいベルトの場合6.0-6.4 kgの力でベルトを
押した時のたわみが 5 mm になる。

• 使用中のベルトの場合5.1-5.6 kgの力でベル
トを押した時のたわみが 5 mm になる。

g313475

図図図 28

1. ベルトに力を掛けていない
状態

2. ベルトが 5 mm たわんだ
状態

6. 必要に応じてプーリポストのナットでベルトの張り
を調整する。

7. ロータを手で 23回転させてベルトの張りを再確
認し、必要に応じて再調整する。

8. アイドラプーリのナットを100 N·m10.2 kg.m = 74
ft-lbにトルク締めする。

9. ベルトカバーを取り付ける図 26。
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ベベベルルルトトト駆駆駆動動動部部部とととテテテーーーパパパロロロッッッククク
ののの金金金具具具ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 250運転時間ごと—ベルト駆動部とテーパ

ロックの金具の固定ねじの締め付け
トルクを確認してください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. ベルトカバー図 26を取り外す。
3. テーパロックの金具の固定ねじを 30 N∙m

3.8-5.6kg.m = 41 ft-lbにトルク締めする。

g383560

図図図 29

1. テーパロックブッシュ 2. 固定ねじ

4. ベルトカバーを取り付ける。

機機機体体体かかからららカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
ををを取取取りりり外外外すすす

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 図 13のように、PTO シャフトのヨークをカッティン
グユニットのギアボックスのシャフトから外す。

重重重要要要 ギギギアアアボボボッッックククスススかかかららら PTO シシシャャャフフフトトトををを外外外しししたたた場場場
合合合ははは、、、必必必ずずず新新新しししいいいキキキャャャッッップププスススクククリリリュュュとととロロロッッックククナナナッッッ
トトトををを使使使っっってててシシシャャャフフフトトトをををギギギアアアボボボッッックククスススににに取取取りりり付付付けけけててて
くくくだだださささいいい。。。

3. ごみ除けスカートをトラクションユニットの前アク
スルブラケットに固定しているボルトナット類を
外す図 14。

4. カッティングユニットを昇降アームに固定している
リンチピン等のピンを抜き取る図 30。

g384308

図図図 30

1. 昇降アームのピン 2. リンチピン

5. 車両を移動させるとカッティングユニットが残る。
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キキキャャャスススタタタアアアーーームムムのののブブブッッッシシシュュュののの
整整整備備備
キャスタアームのチューブには上側と下側にブッシュ
がはめ込んでありますが、これらのブッシュは使用に
伴って磨耗してきます。

ブッシュを点検するには、キャスタフォークを前後左右
に揺り動かして見ます。ブッシュの中でキャスタのシャ
フトがぐらついているようならブッシュの磨耗が進んで
いると判断し、交換してください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを上昇
させてジャッキスタンドで支え、駐車ブレーキを掛
け、エンジンを停止させてキーを抜き取る。

2. キャスタスピンドルの上部から、テンショニング
キャップ、スペーサ、スラストワッシャを抜き取
る。

3. キャスタスピンドルを取り付けチューブから抜きと
る。スラストワッシャとスペーサは、スピンドルの
一番下に残しておく。

4. ピンポンチを使って、チューブの上または下から
ブッシュをたたき出す図 31。もう1個のブッシュ
についても同様にして取り出す。チューブの内部
をきれいに清掃する。

g004737

図図図 31

1. キャスタアームのチューブ 2. ブッシュ

5. 新しいブッシュの内外面にグリスを塗る。ハン
マーと平たい板を使って、ブッシュをチューブに
たたき込む。

6. キャスタシャフトを点検し、必要に応じて交換す
る。

7. ブッシュと取り付けチューブにキャスタスピンドル
を通し、もう 1 枚のスラストワッシャと残りのス
ペーサをスピンドルに取り付け、テンショニング
キャップをキャスタスピンドルに取り付ける。

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルとととベベベアアアリリリンンングググ
ののの整整整備備備

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを上昇
させてジャッキスタンドで支え、駐車ブレーキを掛
け、エンジンを停止させてキーを抜き取る。

2. キャスタホイール・アセンブリをキャスタフォークに
保持しているボルトからロックナットを外す図 32。
キャスタホイールをしっかりと握り、ボルトをフォー
クまたはピボットアームから抜き取る。

3. ホイールのハブからベアリングを外して、ベアリン
グスペーサを床に落とす図 32。ホイールハブの
反対側にあるベアリングを取る。

4. ベアリング、スペーサ、ホイールハブの内側の
状態を点検する。磨耗したり破損したりしている
部品は交換する。

5. キャスタホイールを組み立てるには、まず、ホ
イールのハブにベアリングを押し込む。ベアリン
グを取り付ける時、ベアリングの外側のレース部
分を押すように注意すること。

g319436

図図図 32

1. キャスタボルト 4. ベアリングスペーサ

2. キャスタフォーク 5. 大きいロックナット

3. ベアリング

6. ホイールのハブにベアリングスペーサを入れる。
もう一個のベアリングをホイールハブの空いている
側に取り付けてハブ内部のスペーサを固定する。

7. キャスタホイールアセンブリをキャスタフォークに
取り付け、ボルトとロックナットで固定する。

ブブブレレレーーードドドボボボルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

各ブレードボルトを 45 N∙m4.6 kg.m = 33 ft-lbにトルク
締めする。
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前前前フフフラララッッップププののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
どのフラップも損傷していないこと、自由に回ることを確
認する壊れているフラップは交換する。

固固固着着着しししたたたロロローーータタタののの解解解放放放

警警警告告告
ロロローーータタタののの固固固着着着ををを解解解放放放すすするるるととと、、、ロロローーータタタががが突突突然然然動動動いいいててて
怪怪怪我我我をををすすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

• 絶絶絶対対対ににに、、、素素素手手手でででロロローーータタタののの固固固着着着ををを解解解放放放しししてててはははなななららら
ななないいい。。。

• 必必必ずずず丈丈丈夫夫夫ななな手手手袋袋袋ををを着着着用用用ししし、、、木木木ののの棒棒棒なななどどどををを使使使っっっ
ててて作作作業業業すすするるるこここととと。。。

• フフフレレレーーールルルロロローーータタタににに詰詰詰まままっっっててていいいるるる異異異物物物ををを除除除去去去すすするるる
のののににに適適適当当当ななな形形形状状状おおおよよよびびび、、、テテテコココののの原原原理理理ををを使使使用用用しししててて
十十十分分分ななな力力力ををを掛掛掛けけけららられれれるるる棒棒棒ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

1. PTO スイッチを OFF位置にする。
2. 平らな場所に駐車し、スロットルを低速にセット

し、駐車ブレーキを掛ける。

3. 必要に応じてカッティングユニットを上昇させて、
詰まりにアクセスできるようにする。

4. エンジンを止め、キーを抜き取り、可動部が完全
に停止したのを確認する。

5. 上昇させたカッティングユニットをジャッキスタン
ドで支える。

6. 木の棒で注意深く詰まりを除去する。

重重重要要要 フフフレレレーーールルルロロローーータタタががが回回回転転転すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす
かかかららら注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要無無無理理理ななな力力力ををを掛掛掛けけけななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

7. 除去に使用した棒をカッティングユニットから取り
出してからエンジンを掛ける。

8. 必要に応じてカッティングユニットの修理や調整
を行う。

キキキャャャスススタタタタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧ををを点点点
検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと
キャスタタイヤの空気を 2-3.5 bar2.1-3.5 kg/cm2 =
30-50 psiに調整する。

ロロローーータタタののの振振振動動動ををを確確確認認認すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—ロータが異常な

振動をしないか点検する。

ロータの振動状態を確認するには、カッティングユニッ
トを全速で作動させます。

1. エンジンを始動し、広くて平らな場所に移動し、
周囲から人を遠ざける。

2. カッティングユニットを下降させ、駐車ブレーキ
を掛ける。

3. PTO を作動させ、エンジンフルスロットルで運
転して、ロータに異常な振動が出ていないか確
認する。

4. 異常振動が見られる場合は以下を行う

A. スロットルをアイドルにし、PTO を解除し、
カッティングユニットを上昇させる。

B. エンジンを止め、キーを抜き取り、可動部が
完全に停止したのを確認する。

C. カッティングユニットについて、以下を点検
する

• 異物が、ロータやブレードの回転が妨げ
ていないか。あれば異物の詰まりを除去
する 固着したロータの解放 (ページ 27)
を参照。

• ロータが破損していないか、ロータのベア
リングが摩耗していないか点検するロータ
のベアリングの点検 (ページ 27)を参照。

• ブレードの破損、紛失、アンバランス、
過度な摩耗がないか点検する ブレードの
研磨 (ページ 28)と ブレードの交換 (ペー
ジ 28)を参照。
重重重要要要ペペペアアアににになななっっっててていいいるるるブブブレレレーーードドド同同同士士士ののの摩摩摩
耗耗耗具具具合合合がががほほほぼぼぼ同同同じじじ程程程度度度ででであああるるるここことととががが必必必
要要要摩摩摩耗耗耗ののの程程程度度度ががが異異異なななるるるとととバババララランンンススス狂狂狂っっっててて
いいいるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

重重重要要要異異異常常常振振振動動動ののの原原原因因因ををを除除除去去去ででできききななないいい場場場合合合にににははは、、、
代代代理理理店店店にににごごご連連連絡絡絡くくくだだださささいいい。。。

ロロローーータタタのののベベベアアアリリリンンングググののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—ロータのベアリングの遊

びが大きすぎないか点検する。

重重重要要要 ロロローーータタタベベベアアアリリリンンングググののの点点点検検検ははは手手手袋袋袋ををを着着着用用用しししててて行行行っっっ
てててくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に停車して駐車ブレーキを掛ける。

2. カッティングユニットを上昇させ、エンジンを止
め、キーを抜き取り、可動部が完全に停止した
のを確認する。

3. 上昇させたカッティングユニットをジャッキスタン
ドで支える。

4. ロータの端部に過度の摩耗がないか、端の部分
を一つづつ握って点検する。交換が必要と思わ
れる時は弊社代理店に連絡する。

ごごごみみみ除除除けけけスススカカカーーートトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—ごみ除けスカート

に汚れや破損がないか点検する。
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ごみ除けスカートに汚れや破損がないか目視で点検
し、スカートに付着しているごみを取り除く。

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨

警警警告告告
グググララライイインンンダダダののの不不不適適適切切切ななな使使使用用用ははは大大大けけけがががののの原原原因因因とととななな
るるる。。。器器器物物物ををを大大大破破破さささせせせるるる原原原因因因ととともももなななるるる。。。

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨作作作業業業ははは、、、ハハハンンンドドドグググララライイインンンダダダののの使使使用用用
ににに習習習熟熟熟しししたたた人人人ががが行行行うううこここととと。。。

ブレードの背面の角度の付いている部分はアングルグ
ラインダで研磨してください図 33。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの前前前面面面ははは削削削らららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

刃先の水平を狂わせないように研磨してください。角度
のついた面が地表面に対して平らなっていることが必
要です図 33。

グラインダを当て続けるとブレードが高温になって刃先
の硬度が失われますから、注意してください。

摩耗ライン5個の突起に到達したブレードは使用しない
でください図 33。バランスを崩さないように全部のブ
レードを同じように研磨してください。

研磨する時は、未使用のブレードを手元に置いて参
考にするとよいでしょう。

g035504

図図図 33

1. この面を研磨する 2. 摩耗インジケータ

ブブブレレレーーードドドののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと—交換する。

ブレードは必ずペアで交換、またはロータ全部を交換し
てバランスを維持してください。ブレードを交換する時
位は、ブッシュ、ボルト、ロックナットも交換してくださ
い。ブレードの交換用に、2種類の整備キットを容易し
ていますパーツカタログを参照してください。

1. カッティングユニットを床から浮かせてジャッキ
スタンドで支持する。

2. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止させ、キー
を抜き取る。

3. ロータを手でゆっくりと回転させ、フレールの列に
アクセスしやすい位置を決める。

4. ボルトやナットについている汚れを落とし、ねじ山
にたまっているごみをワイヤブラシで除去する。

5. 取り付け時にボルトとナットの位置関係を間違え
ないようにボルト側にマーキングする。

6. 厚いウェスか手袋でブレードをしっかり持ち、
ナット、ボルト、ブッシュを外してボルトを取り
出す図 34。

注注注必要に応じてねじ山にオイルを塗ってナットを
通す。

g036878

図図図 34

1. ナット 3. ブッシュ

2. ボルト 4. ブレード

7. 使用済みのブレード、ブッシュ、ナット、ボルト
は廃棄する。

8. 新しいブレードを取り付ける新しい締結具を使用
する図 34。

注注注ボルトの取り付け方向に注意してください。以
前と同じ向きに取り付けてください。

9. 締め具を 45 N·m8.3 kg.m = 33 ft-lbにトルク締
めする。
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの下下下側側側ののの
洗洗洗浄浄浄
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

カッティングユニットの裏側にたまった刈りかすは毎日
取り除いてください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを移動
走行位置まで上昇させ、駐車ブレーキを掛け、
エンジンを停止させてキーを抜き取る。

2. カッティングユニットの裏側を水でていねいに清
掃する。

保保保管管管
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを移動
走行位置まで上昇させ、駐車ブレーキを掛け、
エンジンを停止させてキーを抜き取る。

2. カッティングユニットをきれいに洗浄する。特に以
下の部分を入念に清掃してください

• カッティングユニットの裏側

• カッティングユニットのベルトカバーの裏側

• PTO シャフトアセンブリ
• グリス注入部やピボット部

3. トラクションユニットのタイヤ空気圧前と後を点
検・調整するトラクションユニットのオペレーター
ズマニュアルを参照。

4. 全てのブレードを研磨し、破損しているブレード
は交換する ブレードの研磨 (ページ 28)と ブレー
ドの交換 (ページ 28)を参照。

5. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な
締め付けを行う。

6. グリスフィッティングやピボットポイントのグリスアッ
プを行い、はみ出てきたグリスを丁寧にふき取
るカッティングユニットの潤滑 (ページ 22)を参照。

7. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッ
チアップする。へこみを発見したら修理する。
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

02835 400000000 以上 F60 フレールモア FCF-60 155CM FLAIL -
ATTACHMENT フレールモア 2006/42/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み 権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro Europe NV
Nijverheidsstraat 5
2260 Oevel
Belgium

Michael Benedict
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
9月 26, 2022

 



UK Declaration of Incorporation
モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

02835 400000000 以上 F60 フレールモア FCF-60 155CM FLAIL -
ATTACHMENT フレールモア

S.I. 2008 No.
1597

S.I. 2008 No.1597のSchedule 10に基づいて、関連する技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

This declaration has been issued under the sole responsibility of the manufacturer.
The object of the declaration is in conformity with relevant UK legislation.

権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro U.K. Limited
Spellbrook Lane West
Bishop's Stortford
CM23 4BU
United Kingdom

Michael Benedict
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
9月 26, 2022

 



EEA/UK にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーーににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ
Toro ににによよよるるるおおお客客客様様様ののの個個個人人人情情情報報報ののの利利利用用用にににつつついいいててて

The Toro Company (“Toro”)は、お客様のプライバシーを尊重します。弊社の製品をお買い上げ頂いた際、弊社ではお客様に関する情報を、お客様から直
接、あるいは弊社の支社や代理店を通じて入手いたします。入手した情報は、お客様との契約を履行するために使用されます。具体的には、お客様のため
の製品保証登録、保証請求の処理、万一製品をリコールする場合のご連絡、さらには弊社の事業を進めるため、たとえばお客様満足度を調査したり、製品
の改良、またお客様にとって役に立ちそうな製品のご紹介などに使用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の子会
社、提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場合があります。また、法律に基づく要請があった場合や、事業の売却、買収、合併など
が発生した場合にはお客様の情報を開示する場合があります。ただし、マーケティングのためにお客様の個人情報を他社に売ることは絶対にいたしません。

個個個人人人情情情報報報ののの保保保存存存

Toro では、上記の目的にとって必要な期間にわたり関連法律に従ってお客様の個人情報を保持いたします。具体的な保持期間についての詳細をお知りに
なりたい方は以下にご連絡ください legal@toro.com。

セセセキキキュュュリリリテテティィィーーーにににつつついいいてててののの Toro のののおおお約約約束束束

あなたの個人情報についての情報処理作業は、米国またはあなたが居住される国のデータ保護関連規制よりも規制がゆるやかな第三国で行われる場合が
あります。あなたが居住する国の外にあなたの個人情報を移動させる場合、弊社は法に則った手続きでそれを行い、あなたに関わる個人情報が適切
に保護され、また適切に取り扱われるように細心の注意を払います。

アアアクククセセセスススととと訂訂訂正正正

お客様には、ご自身の個人情報を閲覧・訂正する権利があり、また、ご自身に関するデータの処理に対して異議申し立てないしは禁止を申し立てる権
利があります。このような権利行使をなさりたい場合には legal@toro.com にメールでご連絡ください。弊社によるあなたの個人情報の取り扱い方法に
関して懸念をお持ちの場合は、ご自身で直接弊社にお尋ねくださるようにお願いいたします。なお、ヨーロッパにお住まいの皆様は、Data Protection
Authority に対して異議申し立てを行うことができます。

374-0282 Rev C

 



Toro 製製製品品品保保保証証証
2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro社は、Toro社の製品以下「製品」と呼びますの材質上または製造上の
欠陥に対して、2年間または 1,500運転時間のうちいずれか早く到達した時
点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべ
ての製品に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製
品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運
賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホ
イール、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、
液剤散布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、フローメータ、チェッ
クバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• 適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルなどを使用しなかったり、
品質基準から外れた燃料を使用したために発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。通常の使用
に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー
類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーバッテリーの保証内容をご確認ください。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

Toro社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。当当当社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。
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